
　
今
月
は
、
初
代
長
府
藩
主
で
あ
る

毛
利
秀
元
の
画
像
で
す
。
秀
元
が
亡

く
な
っ
て
約
１
年
後
に
、
２
代
藩
主

の
毛
利
光
広
の
依
頼
で
、
狩か

の
う野
探た

ん

幽ゆ
う

が
描
き
ま
し
た
。

　
狩
野
探
幽
は
、
京
都
の
二
条
城
の

障
壁
画
な
ど
も
手
が
け
た
江
戸
時
代

初
期
を
代
表
す
る
絵
師
で
す
。

　
秀
元
は
、
戦
国
大
名
毛
利
元
就
の

孫
に
あ
た
り
ま
す
。
豊
臣
秀
吉
は
、

幼
い
秀
元
と
対
面
し
た
際
、「
い
ず
れ

立
派
な
人
物
に
な
る
で
あ
ろ
う
」と
述

べ
て
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

す
。
秀
元
の「
秀
」は
、元
服（
昔
の
成

人
の
儀
式
）に
あ
た
っ
て
秀
吉
か
ら
与

え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
関
ヶ
原
の
戦
い
や
大
坂
の
陣
で
活

躍
し
た
秀
元
は
、
文
人
と
し
て
も
一

目
置
か
れ
、
特
に
茶
の
湯
に
精
通
し

て
い
ま
し
た
。
徳
川
３
代
将
軍
家
光

は
、
風
流
の
道
に
通
じ
た
秀
元
に
品

川
の
将
軍
別
邸
や
江
戸
城
で
の
茶
会

開
催
を
命
じ
て
い
ま
す
。
品
川
で
開

催
さ
れ
た
茶
会
は
、
家
光
在
任
中
、

最
も
盛
大
な
も
の
と
な
り
、
秀
元
は

そ
の
功
績
で
麻
布
日
ケ
窪
に
屋
敷
を

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
同
地
に

あ
る
六
本
木
ヒ
ル
ズ
の
毛
利
庭
園
は
、

こ
れ
に
由
来
す
る
も
の
で
す
。

　
本
年
３
月
、
こ
の
画
像
な
ど
を
参

考
と
し
て
、
長
府
毛
利
邸
に
秀
元
の

銅
像
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
博
物
館

で
画
像
を
展
示
し
た
際
に
は
、
銅
像

と
併
せ
て
見
て
く
だ
さ
い
。
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行って！学んで！博物館！

が
発
生
し
た
ら
、
む
や
み
に
屋
外
へ
飛

び
出
さ
ず
、
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
も

ぐ
り
、
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
は
身
の
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
。
②
コ
ン
ロ
や
ス

ト
ー
ブ
の
火
の
始
末
、
家
族
の
安
否
確

認
は
、
揺
れ
が
収
ま
っ
て
行
う
こ
と
。

③
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
付
け
、
災
害
情

報
を
収
集
し
、
引
き
続
き
発
生
す
る
余

震
に
備
え
る
こ
と
。
④
自
分
の
身
に
危

険
を
感
じ
た
ら
、
近
く
の
広
場
や
指
定

緊
急
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
公
園
、

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
避
難
す
る
こ
と
。

き
な
災
害
が
発
生
し
て
も
慌

て
ず
に
落
ち
着
い
た
行
動
が

大
切
で
す
。
日
頃
か
ら
災
害

へ
の
理
解
を
深
め
、
あ
ら
か
じ
め
避
難

場
所
の
確
認
、
非
常
持
出
袋
の
用
意
、

家
具
の
転
倒
防
止
器
具
の
設
置
な
ど
、

い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
な
ど

の
災
害
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。
防
災
情

報
を
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
無
料
で

配
信
す
る「
下
関
市
防
災
メ
ー
ル
」サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。（
７
㌻
参
照
）

　
古
い
木
造
住
宅
は
旧
耐
震
基
準
の
た

め
、
大
地
震
の
際
に
倒
壊
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
市
で
は
、
自
宅
の
無
料
耐
震

診
断
、
耐
震
改
修
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。（
市
報
５
月
号
19
㌻
参
照
）耐

震
性
の
確
認
は
、
地
震
か
ら
身
を
守
る

第
一
歩
で
す
。

市民と市長を結ぶコラム

ん
に
ち
は
。
市
長
の
中
尾
友

昭
で
す
。
熊
本
地
震
に
よ
り

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
相
次
ぐ
地
震
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が

あ
り
、
各
自
治
体
で
も
、
被
災
者
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
下
関
市
内
で

は
、
屋
根
瓦
の
落
下
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

倒
壊
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、

人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
4
月
16
日
の
早
朝
に
は
、
本
市
消
防

局
か
ら
11
隊
49
人
が
緊
急
消
防
援
助
隊

山
口
県
大
隊
と
し
て
出
動
し
、
南
阿
蘇

村
で
の
救
助
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
職
員
派
遣
に
つ
い
て
は
、
給
水
支
援

の
た
め
給
水
タ
ン
ク
車
と
職
員
、
保
健

師
、
建
物
な
ど
の
応
急
危
険
度
判
定
士
、

そ
の
ほ
か
現
地
で
事
務
従
事
す
る
職
員

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
被
災
地
か
ら
の
避
難
者
の
方
に
提
供

す
る
た
め
、
市
営
住
宅
10
戸
を
用
意
し

て
い
ま
す
。庁
内
に「
下
関
市
熊
本
地
震

被
災
者
支
援
連
絡
会
議
」を
立
ち
上
げ
、

被
災
者
支
援
の
各
種
相
談
に
対
応
す
る

た
め「
被
災
者
支
援
相
談
窓
口
」を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
本
市
で
大
き
な
地
震
が
発
生

し
た
と
き
に
備
え
て
、
次
の
こ
と
を
心

掛
け
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
①
地
震

http://www.city.shimonoseki.lg.jp/

大

地
震
へ
の
備
え
を
お
忘
れ
な
く

〜
平
成
28
年
熊
本
地
震
へ
の
対
応
〜

災害現場での救出活動に当たる本市消防局隊員
（４月19日 南阿蘇村高野台団地）
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